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Ｐ Ｔ Ａ名

　　視覚障害 　　聴覚障害 　　知的障害 　　肢体不自由 　　　病弱

設　置　部 　　幼稚部 　　小学部 　　中学部 　　高等部 　　　

全校児童･生徒数

1．使用状況

寄贈物品名

使用学年及び人数

使用頻度

　　　使用状況

　物品の使用による
　変化や効果

今後の活用の
見通しや課題

　　その他
　　希望や所感など

静岡県立沼津特別支援学校ＰＴＡ

学　校　名
静岡県立沼津特別支援学校

２４０人

ボッチャセット

全校児童生徒(240人)

月１～２回程度

保健体育の授業「パラスポーツ体験」で取り組んだり、学校間交流の
交流タイムで、一緒にボッチャ体験を行ったりした。また、学級活動の
レクリエーションとして楽しむことができた。

・授業の中で取り組むことで、児童生徒にとって身近なスポーツになって
きている。
・レクリエーションの希望調査で、児童生徒から「ボッチャをしたい」という
声が出てきたり、交流活動で、交流相手と自然な関わりを持ちながら
楽しむことができている。

・参加者全員が楽しんだり、友達や交流相手と自然な関わりを持てる
ため、今後も授業や交流活動で積極的にボッチャを取り入れる。
・生涯スポーツのひとつとなるよう、引き続き小学部から高等部の教育
活動の中でボッチャに取り組んでいく。
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